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[image: image1]定置網漁業体験教室の報告２
若い漁師さん
　この方は、過去に参加した定置網体験教室がきっかけで漁師になりました。つまり、今回体験している人たちの大先輩にあたります。開講式でも体験者へ熱いエールを送られました。
　今、全国的に若い漁師さんが減り、後継者が少なくなり大問題となっています。今回の体験教室に参加された方の中から、こんなかっこいい海の男になる方がいるといいですね。
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交流会
　体験の後、体験者と定置網の漁業者が交流会を行いました。
　体験者からは、定置網の体験を行っての感想として、もっと定置網漁業のことについて知りたいという前向きな意見が多く、とても頼もしく感じました。
　また漁業者からは、どの地域でも高齢化、後継者不足は深刻であり、この体験教室が終わったあとでも乗船しに来て、もっと理解を深めて欲しいとの暖かい言葉がありました。
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閉講式
　３日間の体験教室を終え、閉講式が行われました。その中で、体験者一人一人から感想が述べられ、漁業に対する魅力を再発見し、今後の仕事の選択肢として考えたいという感想が多く、体験者にとって非常に有意義な体験であったと思います。
　この中から尾鷲の明日の漁業をになう若手が育つことを期待します。
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最後に
この三重県農林水産支援センター主催の尾鷲市漁業体験教室は今回で８回を数えることとなりました。
このような取り組みがこれからもずっと続いて漁業の活性化に繋がっていくことを望みます。
